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消毒藥液の液温（比較的高温）と殺菌力

門平潤一郞

Junitiro KADOHIRA - On the effect of the temperature of disinfectant 

solutions upon the sterilizing power.

．　簸春は懲綜學雑誌第8奮塘1、2號に於て「ご～三條件1ぐに於ける・1…なる慰病消癒藥の殺菌

　　力に就τ」の中、湘藻躯液の作用中の液濫ε殺菌力に就い｝〔5℃～35℃の比較的低淵域に於け

　　る殺菌力の霞験成績を記載せり。

　　本報は之に關聯したるものにして35℃～60°Cの比較的高澱1叫1に於て行ひたる蜜瞼放績なり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜駿力法及び材料

　　供試濾藤藥測は法脱に依るフオルマリン、クロ・・一ル石灰、昇栄にして使用1～3博間薗所窺

’　濃慶に稀繹調鰻し、又別に菌浮游液3ζは直接白・｛益耳にて菌髄な取り所窟澱度に保ちたる藥液に

　　混入しb常に振盤し一定暗…閥毎に1～2白金耳を釣りヴィ’ヨンに移入し25”cの定猟器に保護し・

　、て菌の生死を調査舘人せり。浦して溝藤藥液温の調節は士0．5c「cの調嬢力を籍す制亙淵槽1こよ

　れり。供試菌は挙倒病薗芽胞、白蝋病菌及び禍蝋病菌の分雄胞子なり。　　　　　　　　　・

　　供試菌の抵抗力を示せば次の如し。
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154　　　　　　　　　　　誠　　　懸　　灘　　雑　　驚　　　　　　　　〔蟹卜瓢燃

　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　i躯液温度の上昇によつて殺菌力の盤々強大εなるこSは、・一一mltの輸識にして其の増強の礫度

及び状態は前報によりて明かなり。この傾向は高温械に於ても奄く同一の状態を描績するもの

なり・伽て蔽の堺・よ縢剤嚇躍翠灘鰍下するも紛な・鱗敷縣顯ミすものな
り。

　今試みにフオルマリン液につき20℃、45°Cに於ける各菌の死滅濃度を比較する1：　，

でJt・　　試　　歯
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　　　働に餓よ幟蘇を蜘呪るならば謙度25・⑳上昇により白・1｛繍にては納嚇

　　褐踊禰にて，か糊病隙て÷の濃度に瀞しき課撚し得る・婁・・なるなり・
Ll

@　i次に之を實際上の問題εして考へるに、近階一般濡憲藥蓬辿し入手頗る困難なるものあり。

1　從つて湘襟實施に當りては少盤の購鋼にてより大なる数果を鵬ぐる様常に工夫するの要あり。

　　獅倒病菌の芽欝は齢藥闘する乖蹴旛9く張大にして・濃度融ものの側肋必難
　　す。「ために器物によりては全く其浦毒に耐へざるものあり。かSる揚合等に於て藥液及び作用

　　中の温魔の上昇により濾議力を充分ならしめ、且作業能卒を計る購は留意す凝き一方法なり霊　　、

　　渉。實際に當り禰々高溢を要する場合は風呂柵等を利用し、小欝1具を滑齋iせば頗る簡便なるべ
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